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集集

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度    

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会    

事
業
報
告・決
算
の
概
要

事
業
報
告・決
算
の
概
要

基
本
目
標 

1

地
域
共
生
の
基
盤
づ
く
り

推
進
項
目

❶ 

支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
支
援

事
業
評
価

市
町
社
協
の
機
能
強
化
の
推
進
事
業
で

は
、
市
町
社
協
の
活
動
に
つ
い
て
現
況
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
社
協
の
財
務

状
況
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
市
町
社
協
の
機
能
強
化
を
目
的

と
し
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

企
業
や
個
人
か
ら
の
寄
付
等
を
子
ど
も

の
居
場
所
に
つ
な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
で

は
、
昨
年
度
に
比
べ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

事
業
の
支
援
が
増
え
、
多
く
の
団
体
と
企

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

市
町
社
協
へ
の
支
援
で
は
、
地
域
に
お

け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
む
け

て
、
現
在
の
受
託
事
業
を
ベ
ー
ス
に
し
な

が
ら
、
新
た
な
展
開
を
進
め
て
い
け
る
よ

う
に
、
委
託
元
と
調
整
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

❷ 

多
様
な
主
体
と
の
協
働

事
業
評
価

み
え
福
祉
の
「
わ
」
創
造
事
業
に
て
、

生
活
困
窮
者
支
援
緊
急
食
糧
提
供
事
業
を

は
じ
め
と
す
る
具
体
的
な
支
援
事
業
は
、

利
用
件
数
が
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
他
の

制
度
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
ニ
ー
ズ
に

し
っ
か
り
と
対
応
す
る
仕
組
み
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

研
修
事
業
で
は
、
過
去
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

あ
っ
た
参
加
者
の
意
見
を
研
修
内
容
に
反

映
し
、
周
知
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と
で
、

幅
広
い
層
に
参
加
い
た
だ
き
、
所
属
先
の

枠
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

み
え
福
祉
の
「
わ
」
創
造
事
業
で
は
、

基
金
残
高
が
十
分
で
は
な
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。安
定
的
な
運
営
の
た
め
に
は
、

各
種
別
協
議
会
等
と
の
連
携
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
強
化
し
、
広
が
り
の
あ
る
周
知
・

啓
発
活
動
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
持

続
可
能
な
財
政
運
営
の
在
り
方
や
、
地
域

課
題
に
応
じ
た
柔
軟
な
支
援
体
制
の
構
築

に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❸ �

総
合
的
な
相
談
支
援
機
能
の
強
化

事
業
評
価

生
活
福
祉
資
金
・
臨
時
特
例
つ
な
ぎ

資
金
等
貸
付
事
業
に
お
い
て
、
特
例
貸

付
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
た
め
、
市
町
社
協
や
三
重
県

生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
事
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

令
和
６
年
度
三
重
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
事
業
を
、
本
会
の

中
長
期
計
画
で
あ
る
地
域
福
祉

活
動
支
援
計
画
・
強
化
発
展
計

画
「
新
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
み

え
プ
ラ
ン
」
に
則
り
、
基
本
目

標
ご
と
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。
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今
後
の
課
題

コ
ロ
ナ
特
例
緊
急
小
口
資
金
に
お
い

て
、
当
初
の
想
定
よ
り
は
償
還
完
了
者
が

増
加
し
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
残
っ
て
い

る
借
受
人
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
生
活

課
題
を
抱
え
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
引
き
続
き
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

基
本
目
標
２

持
続
可
能
な
社
会
福
祉
の
仕

組
み
づ
く
り

推
進
項
目

❶ 

福
祉
人
材
の
確
保
・
就
労
支
援

事
業
評
価

三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
合
同

就
職
説
明
会
を
は
じ
め
就
職
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
福
祉
業
界
へ
の
就
職

を
後
押
し
し
ま
し
た
。

職
場
体
験
事
業
で
は
、
新
た
に
１
日
の

「
こ
こ
ろ
み
コ
ー
ス
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
一
般
参
加
者
の
半
数
以
上
が

「
こ
こ
ろ
み
コ
ー
ス
」
の
参
加
者
と
な
り
、

福
祉
職
場
へ
の
就
職
に
繋
が
る
有
効
な
機

会
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

介
護
員
養
成
研
修
資
格
取
得
支
援
事
業

で
は
、
参
加
対
象
者
や
開
催
方
法
を
見
直

し
た
結
果
、
受
講
者
数
が
昨
年
度
よ
り
増

加
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

公
共
職
業
安
定
所
や
事
業
所
と
よ
り
効

果
的
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
、
連
携
内
容

を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
努
め
、

福
祉
職
場
の
広
報
・
周
知
を
行
い
つ
つ
、

マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
数
（
就
職
者
数
）
を
増

加
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❷ 

福
祉
人
材
の
定
着
支
援
と
育
成

事
業
評
価

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修
事
業
で

は
、
特
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
満
足
度

が
高
く
、
受
講
生
同
士
の
多
職
種
交
流
の

役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
年
度
途
中
の
新
規
採
用
者
に
も
対
応
す

る
た
め
、
初
任
者
コ
ー
ス
を
夏
期
と
冬
期

に
分
け
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
生
涯
研
修
で
は
、

県
内
の
社
会
福
祉
法
人
に
向
け
た
研
修

受
講
の
有
効
性
の
周
知
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
周
知
方
法
等
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
研
修
企
画
に
あ
た
っ
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
福
祉
現
場
に
お
け
る

研
修
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
の
普
及
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❸ �

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
向

け
た
支
援

事
業
評
価

三
重
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

と
行
う
研
修
事
業
で
は
、
引
き
続
き
動
画

配
信
を
取
り
入
れ
、
多
く
の
方
に
参
加
・

視
聴
い
た
だ
け
る
よ
う
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部
評
価
事
業

は
、
受
審
申
込
み
を
２
回
に
分
け
て
行
う

こ
と
で
、
昨
年
度
よ
り
多
く
の
申
込
み
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
所
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
調
査
員
が
丁
寧
で
大
変
よ
か
っ

た
等
の
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

社
会
福
祉
法
人
の
経
営
に
必
要
な
基
礎

的
な
研
修
に
加
え
、
変
化
す
る
社
会
情
勢

や
制
度
改
正
に
応
じ
た
研
修
な
ど
を
行
う

た
め
、
引
き
続
き
情
報
を
得
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

基
本
目
標
３

災
害
時
に
備
え
た
支
援
活
動

の
充
実

❶ �

災
害
時
に
備
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
・
基
盤
強
化

事
業
評
価

能
登
半
島
地
震
に
伴
い
、
三
重
県
災
害

派
遣
福
祉
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
が
初
め

て
派
遣
さ
れ
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
登

録
員
の
養
成
研
修
は

60
名
を
超
え
ま

し
た
。
ま
た
、

活
動
の
振
り

返
り
会
や
訓
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決算決算のの概要概要令和令和６６年度年度

法人単位資金収支計算書（一部抜粋）
本会財政は、会費収入、関係団体からの分担金収入、県補助金収入、県受託金収入、全社協からの負担金収入、
研修会等参加費収入からの繰入金収入が主となっています。
令和６年度の一般会計決算は、収入の合計が約７億１千６百万円、支出合計が約７億２千７百万円で、当期資
金収支差額合計はマイナス約１千百万円となりました。

収　入
（単位：千円）

支　出
（単位：千円）

収入合計
716,126千円

支出合計
727,350千円

会費収入 4％
26,964

分担金収入 7%
51,450

経常経費
補助金収入 41%

295,248

受託金収入 33%
237,015

流動資産評価損による
資産減少額 0%

190

その他の収入 0.2%
1,176

その他の活動による収入 3%
22,111

人件費支出 43%
315,354

事業費支出 10%
73,533

事務費支出 41%
294,619

助成金支出 1%
5,891

負担金支出 2%
16,490

積立資産支出
9,294,006

その他の活動による支出 3%
21,273

自主財源収入 12%
（寄附金収入、事業収入、
負担金収入、助成金収入、

受取利息配当金収入）
82,162

練
を
通
し
て
、
実
際
に
支
援
に
参

加
さ
れ
た
登
録
員
か
ら
の
活
動
報

告
や
参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
な

ど
の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

登
録
員
全
体
の
意
識
が
向
上
し
ま

し
た
。

○�

市
町
社
協
、
福
祉
施
設
・
事
業

所
に
お
け
る
災
害
対
応
強
化
の

支
援

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
設
置
訓
練
で
は
、
多
数
の
市

町
社
協
か
ら
協
力
依
頼
が
あ
り
、

複
数
の
職
員
で
参
画
す
る
こ
と
で

支
援
・
連
携
体
制
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支

援
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
モ
デ
ル

実
施
社
協
か
ら
の
報
告
を
取
り
ま

と
め
た
う
え
で
、
県
内
全
市
町
を

対
象
に
し
た
体
験
会
を
企
画
・
実

施
し
ま
し
た
。

今
後
の
課
題

三
重
県
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
で
は
、
資

質
向
上
研
修
や
県
の
総
合
防
災

訓
練
な
ど
の
実
地
訓
練
を
通
し

て
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、

体
制
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き

情
報
発
信
、
働
き
か
け
を
続
け

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
町
社
協
、
福
祉
施
設
・
事
業

所
に
お
け
る
災
害
対
応
強
化
の
支

援
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

に
つ
い
て
一
定
の
理
解
は
得
ら
れ

た
も
の
の
、
平
時
か
ら
の
継
続
的

な
活
用
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、ツ
ー

ル
の
操
作
や
運
用
に
不
安
を
抱
え

る
職
員
も
少
な
く
な
い
状
況
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

災
害
時
の
運
用
を
想
定
し
た

職
員
の
実
践
的
な
ス
キ
ル
の
習

得
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
訓

練
の
場
の
確
保
も
課
題
で
あ
り
、

県
域
全
体
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
情

報
連
携
・
共
有
体
制
を
構
築
す

る
た
め
に
は
、
平
時
か
ら
の
運

用
定
着
に
向
け
た
働
き
か
け
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
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三重県社会福祉事業職員共済会
令和６年度

一財）三重県社会福祉事業職員共済会は、県内の民間社会福祉事業に従事する職員の皆さんが安心して働くこ
とができるよう、退職手当金や見舞金の給付を行っています。
また、会員の皆さんの福利厚生の充実を図るため、福利厚生センターの各種事業を実施しています。

令和６年度　会員異動状況
入会者数： 1,910 名
退会者数： 1,697 名
総会員数：15,067 名（令和７年３月 31日現在）
※�総会員数には事務手続き上、反映されていない
退職者を含みます。

退 職手当金等給付事業

福 利厚生センター（ソウェルクラブ）事業

財 産目録

福利厚生センター加入状況（令和６年 10月１日現在）
125 法人 ／ 6,928 名
❶ 会員交流事業
概ね計画どおりに実施しました。
● 交流イベント　�計９企画で実施しました。うち７企画で、定員超過の申込みがあり、抽選にて参加者を

決定しました。
● チケット頒布　�県内および近隣県（愛知県）を中心に 18 企画を実施しました。うち１企画が台風等の

影響により中止となりました。
❷ 地方委託講習会
東海北陸ブロックの会員を対象にレクリエーションや広報等のテーマで講習会を実施しています。令和６年度
は㈱ひとまち　奥西春美氏に講師を依頼し、「福祉職場の職員のためのホワイトボードミーティング®入門編」
と題した講習会を実施しました。【参加者13名（うち県内10名、県外３名）】

見舞金等の給付件数／金額
死亡弔慰金 5件 250,000 円
災害見舞金 1件 30,000 円
合　　　計 6件 280,000 円

退職給付金支給件数／金額
普通退職 1,059 件 1,076,183,862 円
死亡退職 5件 6,268,444 円
返 還 金 601件 30,680,769 円

返還金（契約解除等） 112件 112,766,777 円
合　　計 1,777 件 1,225,899,852 円

資
産
の
部

科　　目 金　　額
負
債
の
部

科　　目 金　　額
流動資産 預　　金 458,912,475 円 流動負債 前受金 0円

未 収 金 174,978,324 円 未払金 1,451,781 円

固定資産
基本財産 3,000,000 円 固定負債 引当金 15,990,537,617 円退職者管理システム等 22,277,072 円
信託財産 15,335,821,527 円 負 債 合 計 15,991,989,398 円

資 産 合 計 15,994,989,398 円 差引正味財産 3,000,000 円

財 産状況
❶ 退職手当金必要額（令和７年３月末現在）
　 要退職給付総額：15,244 百万円　　総資産額：15,995 百万円
　 税 引 後 資 産 額：15,995 百万円　　充 足 率：104.9％

❷ 退職手当積立金（令和６年３月末現在）
　 支払備金＋数理債務：17,194 百万円　　退職給付引当金：16,036 百万円　　積立率：93.3％
　 ※令和６年度の積立率は、決算額を基に算定するため令和７年 10月頃に確定します。

事 業 報 告
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Ｑ４　今後の展望
�
Ａ４　農福連携事業を大事にしています。食料自給率
が低く、また農業従事者が激減する中で、農福連携が
現状の改善に貢献できるのではないかと考えます。一
人では就農継続が難しくなった地域の高齢農家さん
と、福祉施設で働く障がい者が一緒になって、耕作放
棄地で農業を継続すれば、地域に安心安全な食料を供
給し続けることが出来るのではないかと思います。さ
らに、販売も一元化することによって、利用者さんに
は自分の好きな仕事・やりたい仕事で明るく元気に働
いてもらえる環境づくりを目指していきたいです。

Cotti 菜
ナ

（社会福祉法人朋友）
〒 513-0804 三重県鈴鹿市三日市南 3-18-23（駐車場あり）
TEL・FAX 059-389-7789
　　  営業時間　　10：00 ～ 16：30�
　　  定 休 日　　土・日�

お
店
情
報

Ｑ３　おすすめのメニュー
�
Ａ３　女性のお客様も満足していただいておりますお
まかせランチが当店の一番人気メニューです。主菜 2
品、副菜 3品とたくさんのおかずが楽しめるランチ
です。またデザートやドリンクもセットになっていま
す。おかずの中では揚げ物が皆さんに好まれています。
とくにササミ梅しそフライやチキンカツが人気です。
（揚げ物のメニューは日替わりとのことです。いただ
いた料理はタレカツでした。）お持ち帰り用のパンも
販売しています。総菜パン、自家製のマイヤーレモン
や野菜を使用したパウンドケーキも人気商品です。

Ｑ１　お店（法人）のこだわりは？
�
Ａ１　障がいを持っていても好きな仕事に就けるよう
に 1次産業（農業）、2次産業（製造）、3次産業（販
売）の三つの事業を行っています。この中で販売を担
う「Cotti 菜」はイタリア語で料理を意味する「Cotti」
と自社農場である「わか菜の杜」で作った野菜から「菜」
を表しています。また三重弁の「こっちへ来てな～」
をかけた事業所です。
　障がいを持っているから仕方ないではなく、製造分
野で培った「一般企業に負けない」品質やサービス、
商品を提供することを大事にしています。

Ｑ２　スタッフの働き方は？
�
Ａ２　障がいを持っていることで思うように出来な
かったという経験をお持ちの方が多いので、はじめは
パン作りからスタートしています。得意分野や利用者
さんのやりたいことを聞きながら、「調理（弁当・パ
ン）、ホール、配達」の 4つの部門で活躍していただ
いております。部門それぞれ仕事内容や忙しさなど異
なるので、利用者さんの考え（包丁を使用するのは苦
手や総菜パンを作る仕事は得意
など）を重要視しています。仕
事の中で失敗することもありま
すが、時間をかけて繰り返し
チャレンジすることでできるよ
うになります。積極的なチャレ
ンジができる、悩み事の相談が
できる、といった前向きな姿勢
で取り組んでいます。

Instagram

福福祉祉レレスストトラランン

　三重県では、障がい者就労支援の一環とし
て、さまざまな障がいのある人が自分らしい
働き方を選択し、その適性に応じて能力を十
分発揮することが出来るような取組をされて
いるカフェやレストランがあります。本誌で
は、そんな取組をされているお店にお邪魔し、
連載企画としてご紹介します。
　第 5 回目は、鈴鹿市にある社会福祉法人
朋友が運営する就労継続支援 B 型事業所

「Cotti 菜
ナ

」さんにお話しを伺いました。

連　載

第 5 回

デザート・ドリンクもセット
のメニューですおまかせランチ（800 円）
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〈SJ24-10057より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和７年度
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令和５年度実施事業

地域で子育て応援事業
　東員町社会福祉協議会では、地域を拠点に子育ての当事者と地域住民が多様な活動を通じて子
育てを楽しみ、仲間づくりを図るとともに、住民各層が地域で子育てを応援し、自身の生きがいづ
くりにつなげるための事業を実施しています。�
　令和５年度はイオンモール東員様のご協力を得て会場
をお借りし、東員子育てネットと地域ボランティアの皆
様とともに「のびのび遊び場 はじめの一歩」という子育
て応援イベントを開催しました。
　開場すると親子連れの方がたくさん来場し、大型遊具
で飛び跳ねたり、ビニール袋を使ったロケット作り、お
ままごと等を思い思いに楽しまれていました。�
　共同募金にご協力いただき、ありがとうございました。

社会福祉法人 東員町社会福祉協議会

令和５年度実施事業

世代間交流会
　度会町社会福祉協議会では、児童・保護者・高齢者の三世代が旧小学校単位で集い、地域が一体
となり楽しめる交流会事業を実施しています。世代を越えて交流することで、地域内でのつながりを
深め、楽しいひとときを過ごしていただく事を目的としています。�
　令和５年度は、児童・保護者・高齢者の三世代
の皆さまに参加していただき、ミニ運動会で玉入
れ等をしたり、カローリングを行いました。参加さ
れた方々から「地域の子どもたちの顔が見ることが
できてよかった。いい汗をかきました。」と感想を
いただきました。�
　共同募金にご協力いただき、ありがとうござい
ました。�

社会福祉法人 度会町社会福祉協議会


